
ゆきさん、こと、おおくま ゆきこ
yuki@spa.nifty.com

朝日新聞科学部⇒論説委員⇒大阪大学大学院ボランティア人間科学講座
⇒国際医療福祉大学大学院 医療福祉ジャーナリズム分野
福祉と医療・現場と政策をつなぐ「えにし」ネット

志の縁結び係&小間使い

医療を変える・福祉を変える、そのために
～当事者・行政・政治家・研究者・メディア をつなぐ試み～

協働創造～ニセモノ・ホンモノ）



つなぐ試み・その１ 週に1度の「えにし」メール
１８か国4000人の志ある方々に

たとえば、今週の4月８日（火）

ゆき＠志の縁結び係＆小間使い(*^^*)

えにしの方に纒わるお知らせを

◆◇初代イクメンが、消費者行政でも、前例を創ったわけ◆

「えにし」のHPに“建て増し”した52番目の部屋「公開講義ゲスト講師の珠玉の講演録」

http://www.yuki-enishi.com/yuki/shugyoku-00.html

に、いまは、内閣府規制改革推進室参事官、

『経産省の山田課長補佐、ただいま、育休中』のベストセラーで知られる

山田正人さんの５年前の講義をアップしました。機微にふれる話があちこちに
出てくるので心配になったのですが 「アップしてかまいません」とキッパリ。

「公務員が前例を創るために」という当日のパワポは

http://www.yuki-enishi.com/yuki/yuki-201118-1.pdf



つなぐ試み・その２
５２の部屋がある
えにしのHP



スウェーデン・デンマーク・イギリス・オーストラリア・リトアニアを含めて、３５０人
ＡＬＳ協会の前会長は、ご自宅から。子宮頸ガンワクチン被害で入院中の女性も

聴こえこえない方にはパソコン文字通訳
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つなぐ試み・その３ 年に1度の「えにし」の集い



つなぐ試み・その４ フェイスブック



つなぐ試み・その５ この公開講義（乃木坂すくーる）
ベッドから離れられない聴講生松原葉子さん

分身ロボットで、北海道の全盲の精神科医を「訪問」インタビュー



なぜ、縁結び?
医療・福祉・現場・行政・政治・ジャーナリストの間に横たわる

深くて広い河に気づいたから

医療の人に尋ねてみると。。。
ノーマライゼーション？??

シエンピって フランス語？

福祉の人に尋ねてみると。。。
     ＥＢＭ IBM、ICBMと、なにか関係？

ＲＣＴ    ？？？？？



「ノーマライゼーション思想」

生みの父、バンクミケルセンさん
反ナチ運動で強制収容所へ

その体験から

どんなに知的なハンディキャップが重くても

人は街の中のふつうの家で
ふつうの暮らしを味わう権利があり

社会はその権利を実現する責任がある。

1959年法（デンマーク）

「ふつうの生活
とは

ふつうの家
仕事や生きがい
ふつうに余暇
友達・恋人・家族

福祉の教科書にかならず登場



同じ１９８５年

デンマークと日本

↑
日本

「寝たきり老人」
呼ばれ、養老院カット

デンマーク
独り暮らしでも自宅で暮らし、

お洒落して外出

科学部デスク⇒論説委員として厚生行政の社説も担当す
ることに。当時の厚生省の最大の課題は、西暦２０００年

わが国の寝たきり老人は１００万人。手本はない鳥の目

虫の目



歴史の目





1985 1990              ２０００ 介護保険スタート

試み・その６ 本で縁結び

たとえば、『「寝たきり老人」のいる国いない国』

ジャーナリスト・当事者（介護ヨメ）・行政官 ・政治家
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母９５歳

マダラボケ
要介護４

かかりつけ医

かかりつけ薬剤師

訪問看護師

ケアマネージャー

ヘルパー

娘・孫・弟
姪・姪の子・息子・
息子の妻・曽孫

専門医

在宅療養支援診療所

大学病院血液内科
（悪性リンパ腫）

行政
介護認定
おむつ

わが母の地域包括ケア

歯科医師・歯科衛生士

リンパドレナージ
＋ドイツリート

商店街のみなさん

美容院
和食・中華・イタリアン
フレンチ・鰻・さぬきうどん
花屋さん・スーパー
ブティック

福祉用具相談専門員

リハビリ医



数字の目も大切
ゲスト講師・日経新聞編集委員医療面編集長の前村さん



きょうのテーマ
協働（共同）創造 Co-production とは

https://recoverycollege-research.jp/2020/12/06/co-production-11-scie-easy-read/

サービス提供者側とサービスを利用する人やその介護者がとも
に取り組むことを意味します。

何かをするために共に取り組む、ということです。
異なる視点や考えをもった人たちが、
誰にとっても良いものとなるよう集まってとりくむことです。

イギリスが元祖といわれていますが。。



「ユーザーデモクラシー」というデンマーク生まれの思想と経済 
http://www.yuki-enishi.com/challenger-f/challenger-f07.html

http://www.yuki-enishi.com/challenger-f/challenger-f07.html


脳性麻痺の先生→

デュシャンヌ型
筋ジストロフィの先生

↓



こちら日本では。。





『会議の政治学』（慈学選書）

東京大学公共政策大学院・院長の森田朗教授の著書
バランス配慮型、自己主張型、自己顕示型、専門閉じこもり型、理念追求
型、無関心型、拒否権行使型、したたか型。

http://www.j.u-tokyo.ac.jp/~morita/kaiginoseijigaku01.html


県レベルで改革の芽が。。。
画期的なのは、堂本県政のもとで行われた健康福祉千葉方式。
「人選の怪」「根回しの怪」の慣例を破り、人選をはじめ、すべてが
公明正大に行われました。こうしてできたのが、たとえば、
「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条令」

ダウン症 全盲・精神病当事者が委員に 聴覚障害風の拍手
が。。拍車

http://www.yuki-enishi.com/challenger-d/challenger-d07.html
http://www.yuki-enishi.com/challenger-d/challenger-d34.html


国レベルでも

異変がおきました。
きっかけは2008年の11月のがん対策推進協議会での事務局の提言でした。
協議会から予算の提案をしてほしい、というのです。
18人の委員のうち10人が手をあげ、埴岡健一さんを取りまとめ役に
「がん施策・予算提言書ワーキンググループ」がスタートしました。
患者代表委員4人、医療従事者委員4人、有識者委員2人。これが実現したのは、がん対策基本法の中に、「患者、家族、遺族
の委員を置く」と明記され、18人の協議会メンバーに4人の患者関係者が含まれていたからです。

会議の運営、アンケート作成・集計、タウンミーティング運営など、お役所ではなく、すべてＷＧ事務局が行いました。提案書もす
べてＷＧが執筆しました。

広く意見を聴こうと、都道府県のがん対策担当者、がん対策推進協議会の委員にアンケートを送りました。対策の分野別に問題
点と解決策を自由記述してもらうという時間がかかる方式だったのに、全国から183人もが回答を寄せました。   

東京と仙台でタウンミーティングも開きました。

当時の厚生労働大臣舛添さんは言いました。

「これこそ現場の声に基づいた提案。こうしたやり方を求めていた。モデルを作ってもらった。こういう風に作れば、みんなで
考えられるようになる。がん以外にも広げていきたい」。

• メンバーの一人は言いました。

「がん対策基本法ができたとき、いまは亡き 山本孝史議員に『これからのがん対策はあなたたちが作るんですよ』といわれ
、そのときは、できるはずがないと思いました。でも、このことだったのですね。やれば、できた。」。

http://www.mhlw.go.jp/shingi/gan.html
http://www.yuki-enishi.com/challenger-d/challenger-d10.html
http://www.ytakashi.net/CONTENTS/0.cancer/reports/report1-cover.html
http://www.gan-town-meeting.net/
http://www.yuki-enishi.com/challenger-d/challenger-d36.html


自治体レベルでも改革
世田谷区の場合。。

「シナリオ」という脚本

どおりでなく。。。





アメリカからも風
鉄肺の局長（「窓」・論説委員室から）朝日新聞夕刊1995年3月25日

カリフォルニア州政府のリハビリテーション局長が１９８１年、空港に降り立った時、出迎え
た人たちは肝をつぶした。手も足も動かない。病院で一生を終えるしかない重症患者のよ
うに見えたからだ。ポリオの後遺症で呼吸も自力では出来ない。夜眠る時は、「鉄の肺」に
入らねばならない。
本当に、この人物が、２３０億円の予算の責任をもち、２５００人の部下を指揮している州
政府の局長なのだろうか。
だが、講演が始まると、疑いは消え、感動が広がった。
カリエスがもとで障害のある樋口恵子さんはいう。「当時の私は、人生の損なくじを引い
てしまった、と思いこんでいました。講演で、人生が変わりました」
たとえば、彼は、言った。
「慈善から自立へ！ 寿命がのび、
だれもが障害者になる可能性をもつようになった。
障害は人間全体の将来の問題です」
「人間は、障害をもつことによって、
かえって強い精神力をもつことができる。他人を援助できるようになる」



https://www.dpi-japan.org/blog/oshirase/obituary-shoji-nakanishi-

passed-away/

悲しいお知らせです。

• DPI日本会議の元議長であり、常任委員を務めてこられた 中
西正司さん が、2025年3月26日にご逝去されました

• （享年80歳）

憐れみの福祉さようなら
（朝日新聞1991年12月4日社説）

ＪＩＬ設立総会で発起人の中西正司さんは述べた。
「今、歴史が変わろうとしている。
障害者が、福祉サービスの受け手から担い手へと
役割を変えつつある。
庇護された自信のない存在でなく、力強く社会を変
革していく存在として」と。
だれもが、いつかサービスを受ける身になる。
「保護と憐れみの福祉」から「自立と誇りを支える社
会サービス」へ。この新しい一歩に期待したい。 



視覚障害と電子カルテ 使いやすい仕組み構築を
毎日新聞社説 2025.3.30

22年に施行された「障害者情報アクセシビリティー・コミュニケーション施策推進法」
は、国や自治体に、誰もが使いやすい機器やサービスの開発、提供を後押しするよ
う定める。

電子カルテについても、画面に表示されている文字の読み上げや拡大、色の変更な
どの機能を備えるようにすることが必要だ。

ゆいまーるは、すべての電子カルテで音声読み上げが可能となるよう求めている。シ
ステムの開発時に、視覚障害のある医療従事者がモニターとして参加することも要
望する。当事者の声を反映する場を設けるべきだ。

デジタル技術の進歩によって、障害のある人も力を発揮できる環境が整いつつある。
政府は「誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化」を掲げる。その理念を電子カ
ルテにも生かしてほしい。

この社説のきっかけは毎日新聞・点字毎日の盲目の記者が。。



臨床試験の 協働創造

大腸癌第Ⅳ期になった山崎章郎さんが

同じ病状の仲間と臨床試験

えにしのHP 「インフォームド・コンセントの部屋」から
臨床試験の被験者になる人のインフォームド・コンセントも
「連帯」の視点からとらえられるように思います。
臨床試験は、被験者本人のためにするというより、
将来同じ病気にかかった人に貢献するためのものです。
その治療法がほんとうに効果があるのか、リスクがどのくらいあるのか、
分からないからこそ人間の身体で実験するのですから。
とすれば、被験者と医師は本来は同志です。
情報を共有することはごくごく当然ということになります。
医師には真実を「知らせる義務」があることになります。
効果の不確実性や危険性をぼかして承諾書の形を整えるだけの多くの「治験」は、
連帯の精神からかけはなれているとしか言いようないでしょう。 











1973
ＮＨＫ ETV 特集
「ルポ死亡退院精神医療・闇の実態」

２０２３

政治家・

★「すぐ縛るこの病院から出るには
刑務所にいくしかない」と犯人
★身体拘束されていて
逃げられなかった被害者

殺人事件は、2023

明るみにでたのは、２０２５

介護保険はキャンペーンを初めて15年で法律がでいたのに、
精神医療の闇は50年たっても、闇のまま(/o＼)



精神病院からの献金リスト
国会議員は、精神病院に恩義が
官僚は、国会議員に忖度

精神病院ベッド、日本が、なぜ、「世界の３７％」を続けることができるの？



陣中見舞いは１００～３００万円
大物には、700万・600万を日精協から献金。
そこで、精神病院に義理立て。。



当事者は精神病院の中。
協働創造できない状況
その上、政治が「強固な壁」に。そこ
で、ライバルのジャーナリストが本を



幻覚&妄想大会には
全国から500人が

北海道の過疎の町
浦河のべてるまつり

町長・助役・教育長
が最後まで出席(^_-)-☆

精
神
科
医
・Ｐ
Ｓ
Ｗ
、
そ
し
て
、
本
人
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事
者
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究
」と
い
う
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波



オーストラリアから、仙台から、鳥取から、高知から、長野から、大分から、佐世保から、茨城か

ら、秋田から、北海道から、東京から認知症ご本人が。。。 ２０２５.２.１４

http://www.yuki-enishi.com/ninchi/ninchi-87.jpg
http://www.yuki-enishi.com/ninchi/ninchi-87.jpg


「ゆきえにし」で検索してくださると
５２の部屋が、お待ちしています。。

居場所

味方 誇り

～人として大切な３つを奪っています～
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